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第５学年 道徳科学習指導案 

 

 

 

１ 主題名 努力を生む心 内容項目 Ａ［希望と勇気，努力と強い意志］ 

  教材名「山中伸弥先生と iPS 細胞」（高橋うらら『夢をつかもう！ノーベル賞感動物語』より作成） 

 

２ 主題について 

（１）内容項目について 

本主題の中心内容項目は、Ａ［希望と勇気，努力と強い意志］「より高い目標を立て，希望と勇気

をもち，困難があってもくじけずに努力して物事をやり抜くこと。」である。 

「努力」とは「力をそそぐこと。おおいにつとめること。」（明鏡国語辞典）であるから、人間の

行為である。だから私たちは、「くじけずにやり抜きましょう。」と行為の指導をすることもできる。

また、「がんばることは大切です。」と行為の意味を確認することもできる。しかしこれらの指導は

本質的ではないと考えた。それは、努力が大切であることは子どもたちの多くがすでにわかってい

ることであり、また、そのような指導のもとでやり抜くことができるようになったとしても、それ

は本内容項目に示された「希望と勇気」や「粘り強さ」を伴ったがんばりではないからである。さ

らに、よさの方向がわかっていなければ、「悪い方向へのがんばり」も起こり得る。「がんばれと言

われたからがんばる。」「がんばることは大切だからがんばる。」という努力は、真の努力ではなく、

よりよく生きようとする姿勢にはつながらないと考えた。 

必要なのは、くじけずにやり抜くという行為の「もと」となる心を育むこと、そして自分が「よ

い」と思う方向への努力が行えるようにすることである。本内容項目には、「より高い目標を立て」

「希望と勇気をもち」という２つの文言がある。がんばろうという希望や勇気がわいてくるのは、「希

望や勇気をもとう。」「希望や勇気をもつことが大切。」という指導によってではなく、自らの「より

高い目標」を見つめることによってだと考える。自分の「より高い目標」が自他の幸せにつながる

ものであり、自分が大切にしていることなのだと自覚することにより、がんばる意味がわかり、努

力する自分を支える力がわいてくる。つまり、本内容項目を支える「もと」は、「より高い目標」で

あるととらえた。 

本主題では、iPS 細胞の作製法を発見した山中伸弥教授の行為にのみ注目するのではなく、その「も

と」となっている信念を理解させたい。山中教授の研究も順風満帆だったわけではなく、その過程

で何度も困難に直面している。そんな山中教授を支えたのは、「一日も早く臨床に役立てたい、患者

やその家族を救いたい。」という自らの目標である。このように「自らの『より高い目標』を見つめ

ることで、『希望と勇気』や『粘り強さ』がわいてくる。」ということが学べる授業を展開したい。

それにより、児童が自分のがんばっていることの意味を見つめ直し、がんばる自分を支える希望・

勇気や、粘り強くやり抜こうとする心をもつことを願って、本主題を設定した。 

（２）児童の実態（略） 

（３）教材について（高橋うらら『夢をつかもう！ノーベル賞感動物語』より作成） 

本時で扱う教材は、授業者による自作教材である。本教材は、山中伸弥教授が分化細胞の初期化

研究によってノーベル賞を受賞するまでを追った読み物教材である。山中教授はアメリカから帰国

した後、様々な困難に直面する。そんな山中教授を支えたのが、「ヒトの胚を使わずに、体細胞から

ＥＳ細胞と同じような細胞をつくる」という目標であった。ここには山中教授の「命を壊さずに分
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化細胞をつくる」「一日もはやく患者の命を救いたい」「患者の家族の思いも叶えたい」「昔からの自

分の思いを大切にしたい」「支えてくれた人々の思いに応えたい」といった思いが関わっている。山

中教授を支えた思いについて考えることを通して、大切にするものがあるからこそ努力し続けられ

るのだということが理解できる学習を展開したい。 

（４）指導構想 

 

３ 研究の重点との関連 

教科化に向けた教材の開発や指導法の工夫 

○考えるために必要な事実を盛り込んだ自作教材の作成 

山中伸弥教授を題材とした資料としてはすでに、「山中伸弥先生の快挙」（教育出版『かがやけみ

らい６』）がある。この資料は A［真理の探究］を内容項目としており、また、本主題のねらい達成

のために必要な事実についての記述が少ないと考えたため、本主題では教材を自作して活用するこ

ととした。 

本主題の要点は「努力を生む心」であるが、そこには、「教材について」でも述べたように、山中

教授の様々な思いや願いが関わっている。また、山中教授は児童にとって身近な人物とはいいがた

い。それは、偉人的な遠さと、ノーベル賞を受賞したのは２０１２年のことであるという時間的な

遠さが理由である。これらのことから、考えるために必要な事実を盛り込んだ自作教材を作成した。

ここでいう「考えるために必要な事実」とは、「難病患者との出会い」「山中教授の挫折や迷い」で

ある。これら２つの要素を盛り込むことにより、「自らの『より高い目標』を見つめることで、『希

望と勇気』や『粘り強さ』がわいてくる」ということが学べる授業が展開できると考えた。 

○児童の生き方を直接問わない展開後段の発問 

本時の展開後段では、「今日の学習で感じたことや考えたことを書きましょう。」という発問をする。

直接これからの生き方を問うような、「これから努力していきたいことは何ですか」「これからの生

き方について考えたことを書きましょう」という発問は行わない。これからの生き方の宣言を強制

しないためである。直接児童の生き方を問う発問をすれば、多くの児童は授業者のねらい通りのこ

とを書くことができると思われる。反面、本当にその児童が本時のねらいを達成したのかどうかが

見えにくくなる。「今日の学習で感じたことや考えたことを書きましょう。」という発問をすると、山中

教授の生き方についてのみ記述する児童と、そこからさらに自分の生き方についても記述する児童

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

努力を生む心（本主題） 

自分の「よりよく生きる」を考える 

総合的な学習の時間『夢先輩』9～11 月 
・福祉の現場を中心に、よりよく生きようとする
人の姿に学びながら、共生社会について考えを
深める。 

総合的な学習の時間『よりよく生きるとは？①』11 月 11 日 
・教材や教師の話を通して、山中伸弥教授の生き方

や業績について知る。 
教材名「山中伸弥先生と iPS 細胞」 

よりよく生きる喜び 

道徳科『よりよく生きる』11 月 21 日 
教材名「氷上の挑戦―浅田真央」（光文書

院『豊かな心 ５』改作） 
内容項目 Ａ［よりよく生きる喜び］ 
ねらい 浅田真央選手の生き方を支えた

思いを考えることを通して、より
よく生きようとする人間の強さ
や気高さを感じる道徳的心情を
育てる。 

 

道徳科『努力を生む心』（本時）11 月 14 日 

教材名「山中伸弥先生と iPS 細胞」 

内容項目Ａ［希望と勇気，努力と強い意志］ 

ねらい 「自分の目標が自分を支える力になる」
ことを理解することを通して、希望と勇
気をもち、困難があってもくじけずに努
力して物事をやり抜こうとする道徳的心
情を育てる。 

総合的な学習の時間『よりよく生きるとは？②』11 月 29 日 
ねらい これまでの道徳科の学習や総合的な学習の時間「夢先輩」の学習をまとめ、自分の「よりよ

く生きる」について交流し合うことを通して、自己の生き方を考える。 
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とに分かれるだろう。前者の児童については、総合単元的な学習である本主題の今後の学習等で、

あらためて本時の学習が生きてくるように指導する。 

 

４ 本時について 

（１）ねらい 

○「自分の目標が自分を支える力になる」ことを理解することを通して、希望と勇気をもち、困難が

あってもくじけずに努力して物事をやり抜こうとする道徳的心情を育てる。 

（２）展開 

展開、 

時配 

主な学習活動と教師の主な発

問 
ねらいに迫る手立て、留意点 予想・期待する児童の姿 

導入 

(4 分) 

 

１ 自分ががんばりたいと思

っていることをふり返る。 

○自分ががんばりたいと思っ

ていることは何ですか。 

 

・まず、３～４名発表させる。そ

の後、ペアで聞き合う時間をと

り、全員に導入場面での発言の

機会をもたせる。 

 

 

・習い事のサッカーをがんば

っている。 

・バスケで次の試合に勝てる

ようにがんばりたい。 

・算数の勉強をもっとがんば

りたい。 

展開 

(6 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

(13分) 

ノート 

５分 

話し合い 

８分 

 

 

 

 

２ 山中教授の生き方につい

て、思ったことや考えたこと

を発表し合う。 

○山中先生の話で、感じたこと

や心に残ったことは何です

か。 

 

 

 

 

３ 山中教授を支えた思いに

ついて考え、話し合う。 

○日本に帰ってきて、ネズミの

世話ばかり。周りに理解して

くれる人もいないとき、山中

先生はどんな気持ちだった

だろう。 

 

 

◎それでも山中先生が努力し

続けることができたのは、な

ぜでしょう。 

 

 

 

 

 

 

・事前に感想をノートに書かせて

おき、児童がどこに着目してい

るのかを把握しておく。 

・児童の感想を簡潔に板書しなが

ら、「あきらめなかったすごさ」

のところに注目させる。 

 

 

 

 

・山中教授の挫折や迷いについて

共感的に理解させる発問をす

る。このことで、遠い存在であ

る山中教授を自分たちに近づけ

られることをねらう。 

 

 

 

 

・山中教授を支えた思いについて

考えさせ、自分の目標を支えと

することで努力し続けることが

できることを理解できるように

する。 

・児童がノートに書く活動をして

いるときに、指名計画を立てる。 

 

 

・日本に帰ってきてから、つ

らくてもあきらめなかった

ところがすごい。 

・あきらめずに、またがんば

ることができたのはどうし

てか。 

・天狗にならず、次の研究に

向かっているところが心に

残った。 

 

・つらい、大変だ。 

・毎日毎日、同じことの繰り

返しだ。 

・アメリカと日本はどうして

こんなにちがうのだろう。 

・自分のやろうとしているこ

とは、正しいのだろうか。 

・もう、やめてしまおうか。 

 

・「難病で苦しむ患者さんを、

なんとか治す方法を探した

い」という思いがあったか

ら。 

・命をこわさずに、新しい細

胞を作りたいという願いが

あったから。 

・人の役に立ちたいという思

いがあったから。 
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(8 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 山中教授の生き方から学

んだことを考えて、ノートに

書く。 

○今日の学習で感じたことや

考えたことを書きましょう。 

 

 

 

 

 

・児童がノートに書く活動をして

いるときに、指名計画を立てる。 

・あきらめなければきっと研

究は成功する。 

 

・山中先生は自分が何のため

にがんばっているかを見つ

め直して努力し続けている

ところがすごいと思った。 

・あきらめそうになっても、

「人のために」という思い

からがんばり続ける姿勢が

いいなと思った。 

終末 

(9 分) 

 

５ ノートに書いたことを話

し合う。 

・教材について書いている児童か

ら順に指名できるようにする。 

・一人が発表したことについて、

どう思うか問いかけたり、つな

がる意見を発表させたりするこ

とで、出し合いではなく話し合

いが成立するように留意する。 

・あきらめそうになったとき

に、自分がどうすればがん

ばれるかがわかった。 

・自分の目標を見つめ直すこ

とが大切。 

・自分のがんばりたいことも、

何のためか考えながら努力

していきたい。 

（３）評価 

 ・努力ということを目標（何のためにがんばっているか）という視点から見つめ直すことができたか

について、道徳ノートの記述や学習中の発言から見取る。 

 ・（事後の学習における見取り）道徳科の学習をもとにして、自分の生活の中でのがんばりを見つめ直

し、努力し続けようとする意欲を高めることができたかについて、道徳ノートや生活の振り返りノ

ートの記述、学習中の発言から見取る。 

（４）板書計画

 

１１／１４（火）道徳２３ 山中伸弥先生と iPS細胞 

 

◎がんばりたいこと 

・サッカー 

・バスケ 

次は勝てるように 

・算数 

  もっと 

 

 

 

 

つらくても   てんぐにならず 

あきらめなかった 次の研究へ  

 

 

 

 

   あきらめなかったのが 

   すごい ↑ 

       ↓ 

 ネズミの世話 理解者なし 

  つらい 

  日本はどうして… 

  自分は正しいのか？ 

  もう、やめようか 

 

 

◎それでも山中先生が 

 努力し続けることができたのは、 

 なぜでしょう。 

 

・難病で苦しむかん者さんを、 

 何とか直す方法を探したい。 

・命をこわさずにできる細ぼう 

・人の役に立ちたいという思い 

 

 

◎今日の学習で感じたこと、考えたこと 

 

 ・山中先生 

   何のためにがんばっているか 

   見つめ直して努力 すごい 

 ・あきらめそうになっても 

  「人のために」がんばり続ける いいな 

 ・自分がどうすればがんばれるかわかった 

   ・自分の目標を見つめ直す 

   ・何のために、と考えながら努力する 

山中先生

顔写真 
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５ 教材 

 

山中伸弥先生と iPS 細胞 

 

 

山中伸弥先生は、１９６２年に大阪で生まれまし

た。子どものころは、好奇心
こ う き し ん

おうせいで元気な男の

子でした。大学では柔道に加え、ラグビーをやりま

した。何度も骨折して整形外科のお世話になったの

で、自分も整形外科の医師になろうと夢見ていまし

た。 

 

医学部を卒業し、整形外科の研修医
け ん し ゅ う い

として働き始

めました。しかし、そこで医者としての壁
か べ

にぶつか

ったのです。うまい医者なら１０分で終わる手術

が、１時間かかってしまったこともありました。 

不器用で足手まといになることから、口の悪い先ぱい医師たちに、「ジャマナカ」

と２年間毎日のように呼ばれ、「山中」と呼ばれることはなかったといいます。 

 

そのころ山中先生は、自分の能力の限界を感じると同時に、医者の限界も感

じていました。いくら神業
か み わ ざ

のような技術をもつ医者でも、治せない病気やケガ

があることを思い知らされたからです。骨のガンになり、太ももから下を切断

した高校生の男の子。事故で神経がきずつき、一生ねたきりの生活になってし

まった人・・・。研修医
け ん し ゅ う い

になるまでは、重い病気やケガの人に出会う機会はあ

りませんでしたが、苦しんでいるその姿を目の当たりにして、大きな衝撃
しょうげき

を受

けました。 

 

「難病で苦しむ患者
か ん じ ゃ

さんを、なんとか治す方法を探したい。」そう思い直し、整

形外科医から、研究者の道を選び直しました。大学院へ進み、その卒業後はさ

らに研究を続けるために留学。アメリカの研究所で研究を続けました。 

 

３年後、山中先生は日本にもどり、大学の助手となりました。ところが日本

に戻ると、なんと「うつ」状態になってしまったのです。うまくいっていた研

究が、日本では全くうまくいかなかったからです。日本ではアメリカとちがい、

実験に使うネズミの世話などもすべて自分でやらなければならず、思うように

研究ができませんでした。毎日毎日、ネズミの世話ばかり。自分が研究者なの

か、ネズミの世話係なのか、わからなくなるほどでした。 

もっとつらかったのは、自分の研究を理解してくれる人がほとんどいなかっ

たことです。「その研究もおもしろいと思うけど、もうちょっと医学の役に立つ

ことをしたほうがええんやないか」と言われたこともあります。 

「このままずっと、こんな生活を続けていくのだろうか。やっぱり、もう研究

者はやめて、医者の仕事にもどろうか・・・。」 

 

 

 

 

（写真省略） 

 

 

 

 

山中伸弥先生 
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本当に、研究をやめる一歩手前のところまできていました。しかし、山中先生

は、あきらめず実験をくり返したのでした。 

  

山中先生の研究は、人の細胞
さ い ぼ う

から新しい万能細胞
さ い ぼ う

を作り出す方法の研究でし

た。万能細胞
さ い ぼ う

とは、そこから人の体のあらゆる部分を作り出すことができる細胞
さ い ぼ う

です。病気の治療
ち り ょ う

に役立てることが期待されていました。 

しかし、当時研究されていた万能細胞
さ い ぼ う

は ES細胞
さ い ぼ う

といわれるもので、人の受

精卵から作られていました。つまり、一つの命となる可能性をもつ受精卵をは

かいすることになるのです。山中先生は、受精卵からではなく、新しい方法で

万能細胞
さ い ぼ う

を作るという研究にはげみました。 

 

こうして、ついに万能細胞
さいぼう

を作るカギとなる４個の遺伝子
い で ん し

をつき止めること

ができました。２００６年、アメリカの雑誌に山中先生の論文が発表されまし

た。山中先生は、この新しい万能細胞
さ い ぼ う

を「iPS細胞
さ い ぼ う

」と名付けました。 

 

山中伸弥先生は、２０１２年、ノーベル生理学・医学賞を受賞しました。ノ

ーベル賞授賞式の後、山中先生はこのように話しています。 

「いただいたメダルは、かざらずに大切な場所に保管して、もう見ることもな

いと思います。一科学者として、これからすべきことをやっていきたい。」 

「これからは、このノーベル賞も、私にとっては過去形になる。これからの研

究が大切なので、一生懸命やっていきたい。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真省略） 

 

 

 

ノーベル賞授賞式の様子 

 

 

 

（写真省略） 

 

 

 

記念のメダルを手にする 

山中先生 

 

６ 授業についての参考資料 

（１）道徳ノートについて 

本年度、本学級の道徳授業ではワークシートを用いずに道徳ノートを使用している。それは、以

下のような理由による。 

・枠がないので、長く書いたり、図をかいて考えたり、家庭で書き足したりできる。 

・ワークシートよりも散逸する可能性が低いので、学習の積み上げが記録として残る。 
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・板書や配布プリントを貼り、自分の考えと授業の記録をセットで残しておくことができる。 

・教師にとって、「次の時間までにコメントを入れて必ず返す」というシステムとなる。 

もともと、筑波大学附属小学校の加藤宣行氏の実践を参考に始めたが、加藤学級とは違い、授業

中に自由に書かせることはしていない。その主な理由は、 

・板書を写すことに終始してしまう児童が出てほしくないこと。  

・友達の発言を書きながら聞く、聞きながら書くということがよいのかどうか、まだ踏ん切り

がつかないこと。 

である。今のところは以下のような約束をして道徳ノートを取り入れている。 

・「記録」は、先生が板書で担当する。だから、写すのはやめ、自分の「思考」の部分を書こ

う。→基本的にノートを書くのは中心発問と振り返りの部分。 

 

（２）副読本資料について 

   副読本資料と、本時使用の教材のちがいを示すために掲載する。 

  ※市教研ホームページ掲載指導案では省略 

教育出版『小学道徳 心つないで ６』 

内容項目 Ａ[真理の探究] 
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